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§１．研究成果の概要 

触媒材料の触媒能を、材料の結晶面レベルで明らかとするため、空間分解能を有する電気化

学計測システムを開発し、触媒材料の電気化学イメージングに取り組んだ。具体的には、走査型

プローブ顕微鏡と電気化学計測の融合技術を開発し、局所的な電気化学計測を実現し、そのメカ

ニズムの解明を行った。2020 年度は、2019 年度に引き続きホウ素ドープされたダイヤモンド(BDD)

の触媒活性評価に取り組んだ。単一の BDD 結晶について、（111）と（100）面に関して、電気化学

メディエータとの反応性を評価した。さらに、CO2 還元触媒、電気二重層キャパシタ、光触媒に関し

ても、位置特異的な電気化学応答をとらえることで、触媒開発を加速させる知見を得ることができた。 
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